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を克服し 1 対 1 の細胞のペアを作製するため、高機能マイクロカプセルとして利用
できる新たな液滴（1対 1カプセル化液滴）とその生成法を開発する必要がある。 
 




















法」と、「１対１カプセル化液滴生成法」を開発した。ゲル微粒子は single phase、1 対 1
カプセル化液滴は double phase の機能性マイクロカプセルの開発として位置付けられる。 
（２）微小流路の rapid prototyping手法の開発 
マイクロカプセル生成装置である微小流路の rapid prototyping手法を開発した。本手法
ではハイドロゲルを鋳型として利用することで、従来法（フォトリソグラフィー）では作
製困難であった流路構造が簡単に作製可能になった。また、作製した微小流路における、
マイクロカプセル（液滴）の生成性能を評価した。 
 
生物学・医学・薬学分野において解決困難とされてきた課題を解決可能にするため、高
い機能性を持った新たな材料を開発することは重要である。また、当該分野における研究
開発には時間がかかるため、研究開発プロセス全体の迅速化が重要である。それら課題に
対して、上記の要素技術開発は、マイクロカプセルの高機能化と迅速化に貢献すると期待
できる。 
